


ペットの防災対策
災害は突然起こります。 いざというとき、 家族の一員であるペットを
守れるのは、 飼い主だけです。 まず飼い主が無事でいること、 そして
避難する場合にはペットと一緒に避難場所に避難すること ( 同行避
難 ) が基本です。 ともに安全に避難でき、 周りの人へ迷惑をかけず、
安心して過ごすためには、 日頃からの心構えと備えが大切です。

飼い主の備え飼い主の備え

災害に備え、 日頃からペットの避難用品を備えましょう。
□ フード ・ 水 ( 最低５日分 )

□ 療法食 , 薬

□ キャリーバッグ , ケージ
□ 首輪 ・ リード

□ 排せつ物処理用具

□ 食器 (2 つ )

□ ペットシーツ

避難所には
ペットの食糧等の
備蓄はありません！

優先順位　  【ペットの健康 ・ 命に関わるもの】１

優先順位　  【情報】2

□ ペットの防災 ( 健康 ) 手帳 , 注射済票

優先順位　  【ペット用品】3

□ ウェットシート
□ ビニール袋

□ お気に入りのおもちゃ
□ ガムテープ ・ マジック

「健康手帳」 を市役所 2 階環境政策課の窓口に設置しました！

平常時に飼い主が備えること平常時に飼い主が備えること

□ ハザードマップで地域の危険性をチェック

□ タオル , ブラシ

□ 家具やケージの固定 , 転倒防止 , 落下防止
□ 食糧などの備蓄品の準備
□ 避難する場所 ・ 経路を確認
□ 家族内の連絡方法の確認

まずはご自身の安全確保

ペットのしつけと健康管理

□ ケージやキャリーバッグに入ることに日頃から慣らす

□ ( 犬 ) 不必要に吠えないようにしつける

□ ワクチン接種 , 寄生虫予防 ・ 駆除

□ 首輪 ・ 迷子札

□ (猫 )決められた場所で排せつができるようにする
□ ( 犬 ) 基本的なしつけをする

災害発生時に飼い主が行うこと災害発生時に飼い主が行うこと

ペットとの同行避難

□ キャリーバッグやケージに入れる

□ キャリーバッグやケージに入れる
( 大型犬の場合 , リードを着ける )

避難所での飼育

動物が苦手な人 , アレルギーを持つ人 , 幼い
子どもなど多様な人々や動物が集まるため、
ペットもストレスから体調を崩しやすくなります。

□ 各避難所等で定めたルールに沿って、
　　飼い主が責任を持って世話をする
□ 飼い主は普段以上に周りの人へ配慮する

( 特にふん尿に関するトラブルが多い )
□ 飼い主同士が助け合い、 飼育エリアの
   維持管理をする

布などで包んで
暗くすると、 安心
してくれます。

ペット同行避難訓練ペット同行避難訓練

災害時に備えて、 2023 年 9月に武石総合グラウンドで
「上田市防災訓練」 が行われました。 当日は、
獣医師会や動物愛護会協力のもと、 ペット同行避難
訓練も実施。
東日本大震災、 熊本地震など過去の災害では、
避難所のペット受入れ体制が未整備だったため、 様々な
トラブルが生じました。
各避難所ごとの運営マニュアルや受入ルールの整備を
早急に行うよう提言をしています。

備えることが
大切なんだワン！！
ケージの大きさも
確認しましょう。

避難所には人だけでなく、 ペットも避難してきます
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